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社会福祉法⼈  ⾜⽻福祉会
⾜⽻サポートセンター

有機物堆肥  × ジュラコーン
〜新たなトウモロコシブランドの確⽴〜
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1.
ビジネスの概要
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01

現状と課題
・いちからファームの抱える課題

・⽬指すべき⽬標

・解決策  “ジュラコーン”
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02

商品・ビジネスの特徴
・なぜトウモロコシなのか？

・障害分野と
トウモロコシ栽培のシナジー

・2つめのキーワード  “有機物堆肥”
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03

顧客と市場性
・既存ブランドとは異なる販売戦略

・主な販売市場について
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04

準備状況と展開計画
・昨年の販売推移と重量割合データ

・実績データから⾒るストーリー性

・具体的な展開計画
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05

未来のビジョン
私たちの想い
・ジュラコーンが創り出す 

2つの地域構造/価値観

・私たちが⽬指す未来
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現状

年間通して21品⽬の野菜栽培

売上⾼/⽉平均12万円

現在の平均⼯賃は⽉12,000円

課題

多品⽬＝栽培管理が難しい

ブランド化やPR活動

地域社会とつながる“何か”

⽬標

収益性向上・平均⼯賃の向上

地域社会とつながる

明確な“何か”を形にする
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解決策：トウモロコシ⼤型個体

“ジュラコーン”
有機物堆肥×⼤型個体
500g超えの巨⼤トウモロコシ
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2.
商品・ビジネスの特徴
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地域ニーズの⾼い
トウモロコシに着⽬

・3年連続、売れ残りゼロ

・購⼊者の属性が多種多様

・再販売のリクエストの声も多数

ジュラコーン
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障がい分野とトウモロコシのシナジー

育苗容易・短期発芽が成功体験に

種が⼤きい＝重度の⽅でも実施可

⼈⼯授粉の⼯程が分かりやすい

視覚⽀援による定植・適期収穫

枝葉のハサミ裁断による緑肥活⽤
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有機物堆肥の活⽤

有機物堆肥

・有機物＝当法⼈4厨房の⽣ごみ

・2023年より取り組み開始

・トウモロコシとの相性の良さ
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腐敗しやすい＝“栄養分が豊富”である証拠

専⾨的かつ確⽴された⼿法で発酵＆熟成

なぜ“⽣ごみ”なのか？

健康な⽔分と栄養分×クリーニングクロップ

15

500ｇ超え
⼤きさ際⽴つ⾷べ応え

豊富な栄養分
「⼤きい上に⽢い」の実現

SDGs  ⽬標：12
つくる責任・つかう責任

健康な⽔分と栄養分×クリーニングクロップ有 機 物 堆 肥 × ジ ュ ラ コ ー ン
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数値⽬標

収穫⽬標
栽培量の37％

1,850本

売上⽬標
1本550円（税込）

101万円

有 機 物 堆 肥 × ジ ュ ラ コ ー ン
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利⽤者様の⼯賃向上

・ブランド化による収益性向上

・⽬標平均⼯賃15,000円以上

有 機 物 堆 肥 × ジ ュ ラ コ ー ン
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トウモロコシ栽培
障がいのある⽅への⽀援⽅法

写真・動画付き

⽣ごみ堆肥化の⼿法

三重県 橋本式

他社に共有できる点

19

20

・視覚的構造化

・ワークシステム

・マテリアルストラクチャー

トウモロコシ栽培
障がいのある⽅への⽀援⽅法

構造化のアイデアを活⽤ex.

20



2025/2/25

11

床材の作製

⽣ごみの回収

床材と⽣ごみの混ぜ合わせ＜⼀次処理＞

⽶ぬかと⼀次処理の混ぜ合わせ＜⼆次処理＞

1

2

3

4

橋本式

⽣ごみ堆肥化
4つの⾏程

⽣ごみ堆肥化⼿法
三重県 橋本式

21

3.
顧客と市場性
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ジュラコー
ン

極あま

⼩さい

さっぱり

⼤きい

永平寺
ドルチェドォーロ

京都
舞コーン

⻘森
獄きみ

ブランドトウモロコシ

23

01.出張販売
福仁会病院/社会福祉センター/商⼯会議所

02.直売所
⾜⽻サポートセンター内を直売所化
露地やハウスでの収穫体験も実施

03.イベント
越前ふくいマルシェ/福井刑務所矯正展
⽇の出地区夏祭り/⽀援学校⽂化祭

主な市場
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01.出張販売
福仁会病院/社会福祉センター/商⼯会議所
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⾜⽻サポートセンター内を直売所化
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01.出張販売
福仁会病院/社会福祉センター/商⼯会議所

02.直売所
⾜⽻サポートセンター内を直売所化
露地やハウスでの収穫体験も実施

03.イベント
越前ふくいマルシェ/福井刑務所矯正展
⽇の出地区夏祭り/⽀援学校⽂化祭

主な市場
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4.
準備状況
展開計画
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10⽉
8⽉

9⽉7⽉2024/6⽉

96本￥22,100
124本￥24,300

216本￥30,850

53本￥9,600

95本￥21,000

販売推移

29

32本 400ｇ以上
664本／

207本 350ｇ以上

4％

31％
30
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昨季の最⾼重量
465ｇ

夢の500ｇ超えを⽬指して…

31

有機物堆肥の仕込み
法⼈内厨房や近隣農家から⽣ごみを回収し、堆肥置き場で1次処
理、2次処理を⾏う２⽉

3⽉

4⽉

6⽉〜

育苗
トウモロコシの播種と育苗を開始。温床マットを活⽤。

定植
圃場にトウモロコシの苗を定植。露地とビニールハウス合わせ
て5000本の栽培を予定。

収穫・販売

展開計画

収穫開始。福井市内3箇所での販売会
⾜⽻サポートセンターの直売所化を開始。
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ハウス
防⾍ネット

露地
害獣対策設備 恒温⾼湿冷蔵庫

⽀援⾦の⽤途
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5.
未来のビジョン
私たちの想い
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構造Ⅰ 構造Ⅱ

収益性向上・平均⼯賃の向上

地域社会とつながる

明確な“何か”を形にする

⽬標

35

利⽤者様の⼯賃向上

地域ニーズに応える利⽤者様の姿

有機物堆肥×ジュラコーン

需要の⾼いトウモロコシ

⽬標構造Ⅰ
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構造Ⅱ

持続可能な⾃⾛できるSDGs

社会需要に応える利⽤者様の姿

無料配布から体験型ワークショップへ

趣味の園芸・オーガニックへの関⼼

⽬標
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構造Ⅰ 構造Ⅱ

⽬標
2つの
地域構造

地域社会とつながる明確な“ ”を形にする何か

ブランドトウモロコシ
ジ ュ ラ コ ー ン
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社会福祉法⼈  ⾜⽻福祉会

共に⽣きている。
それがふつうの世の中に。
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02.個体重量データの⽐較分析
昨年度と本年度の栽培実績を⽐較。有機物
堆肥施⽤による⼤型個体の増加率を算出

01.収穫量データの収集
500ｇ超えの個体が何本収穫できたか
のデータを収集。

03.より効果的な施⽤の検討
散布時期・散布量・耕⼟の深さ・株間・条間
⼤型個体の発⽣率向上を⽬指す

データに基づく
効果検証
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個体重量データの⽐較分析
昨年度と本年度の栽培実績を⽐較。有機物
堆肥施⽤による⼤型個体の増加率を算出

01.収穫量データの収集
500ｇ超えの個体が何本収穫できたか
のデータを収集。
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種が⾮常に⼤きい＝重度の⽅でも実施可

育苗容易・短期間での発芽が成功体験に

⼈⼯授粉の⾏程が分かりやすい

視覚⽀援による定植・適期収穫

1

2

3

4

トウモロコシ栽培

障がい分野
4つの⽀援アイデア

44
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・野菜の中でも種が⼤きい部類【合理的配慮】

・どこまでやれば終わりか明⽰する【⾒通し】

種が⾮常に⼤きい＝重度の⽅でも実施可1

45

46

・視覚的構造化

・ワークシステム

・マテリアルストラクチャー

構造化のアイデアを活⽤ex.
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・温度さえ確保できれば発芽率90％以上

・3〜4⽇で発芽が確認でき、何度も成功体験を積むことができる

育苗容易・短期間での発芽が成功体験に2
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・雄花・雌花ともに特徴的でよく⽬⽴つ【合理的配慮】

・雄花を切り取り、雌花にトントンと当てるのみ

⼈⼯授粉の⾏程が分かりやすい3
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・株間および条間を視覚的に指⽰【視覚的明瞭化】

・利⽤者様が単独かつ⾃⽴して取り組む【⾃⽴⽀援】

視覚⽀援による定植・適期収穫4
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51

51
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床材とは

材料

作製⽅法

微⽣物を多く含んだ発酵源であり、⽣ごみを速やかに発酵させるための資材

⽔/もみがら/⽶ぬか/落ち葉/⼭⼟

決められた割合で混ぜて発酵させ、発酵熱60℃以上を20⽇以上維持し完成

ex. 床材の作製
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